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【議案第２５号関係】 

 

   三豊市立永康病院移転新築に伴う関係条例の整備に関する条例 新旧対照表（抄） 

  

【第１条関係】 三豊市病院事業の設置等に関する条例（平成１８年三豊市条例第２４５号） 一部改正 

改正後（案） 現   行 

(名称及び所在) (名称及び所在) 
第2条 病院事業を行う施設の名称及び位置は、次のとおり

とする。 
第2条 病院事業を行う施設の名称及び位置は、次のとおり

とする。 
名称 位置 備考 

三豊市立西香

川病院 
三豊市高瀬町比地中2986
番地3 

  

三豊市立みと

よ市民病院 
三豊市詫間町詫間6784番
地206 

国民健康保険診療

施設 
 

名称 位置 備考 
三豊市立西香

川病院 
三豊市高瀬町比地中2986
番地3 

  

三豊市立永康

病院 
三豊市詫間町詫間1298番
地2 

国民健康保険診療

施設 
 

(経営の基本) (経営の基本) 
第3条 略 第3条 略 
2 三豊市立西香川病院及び三豊市立みとよ市民病院の診療

科目及び病床数は、別表第1のとおりとする。 
2 三豊市立西香川病院及び三豊市立永康病院   の診療

科目及び病床数は、別表第1のとおりとする。 
(使用料等) (使用料等) 

第9条 市長は、三豊市立西香川病院又は三豊市立みとよ市

民病院(以下「病院」という。)を利用する者から、この条

例の定めるところにより、使用料及び手数料(以下「使用料

等」という。)を徴収する。 

第9条 市長は、三豊市立西香川病院又は三豊市立永康病院 
   (以下「病院」という。)を利用する者から、この条

例の定めるところにより、使用料及び手数料(以下「使用料

等」という。)を徴収する。 
2~4 略 2~4 略 

(運営審議会の設置) (運営審議会の設置) 
第17条 三豊市立みとよ市民病院事業の適正かつ円滑な運

営と健全な育成を図るため、三豊市立みとよ市民病院事業

運営審議会(以下「審議会」という。)を設置する。 

第17条 三豊市立永康病院事業   の適正かつ円滑な運

営と健全な育成を図るため、三豊市立永康病院事業運営審

議会   (以下「審議会」という。)を設置する。 
2 略 2 略 
別表第1(第3条関係) 別表第1(第3条関係) 

名称 診療科目 病床数 
三豊市立西香川

病院 
内科、リハビリテーショ

ン科、精神科 
療養病床 90床 
精神病床 60床 

三豊市立みとよ

市民病院 
内科、外科、整形外科、

精神科    、心療内

科、耳鼻咽喉科、リハビ

リテーション科、泌尿器

科、眼科、小児科、脳神

経外科 

一般病床 46床 
療養病床 46床 
精神病床 30床 

 

名称 診療科目 病床数 
三豊市立西香川

病院 
内科、リハビリテーショ

ン科、精神科 
療養病床 90床 
精神病床 60床 

三豊市立永康病

院 
内科、外科、整形外科、

精神科、神経科、心療内

科、耳鼻咽喉科、リハビ

リテーション科、泌尿器

科、眼科、小児科 
 

一般病床 50床 
療養病床 48床 
精神病床 59床 

 

別表第2(第9条、第14条関係) 別表第2(第9条、第14条関係) 
入院料に加算する病室使用料 入院料に加算する病室使用料 

  三豊市立西香川病院 (1) 三豊市立西香川病院 
略 略 

(削除) (2) 三豊市立永康病院 
 区分 室名 単位 金額(円) 

一病棟 特別室(A) 1日につき 4,000
特別室(B) 〃 3,000
個室(A) 〃 2,500
個室(B) 〃 2,000
2人室 〃 1,500

三病棟 特別室(A) 〃 5,000
特別室(B) 〃 4,000
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個室(A) 〃 2,500
個室(B) 〃 2,000
2人室 〃 1,500

五病棟 ドック室 〃 3,000
特別室(A) 〃 3,500
特別室(B) 〃 3,000
個室(A) 〃 2,500
個室(B) 〃 2,000
2人室 〃 1,000

 

備考 略 備考 略 
 
【第２条関係】 三豊市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成１８年三豊市条

例第５５号） 一部改正 
改正後（案） 現   行 

別表(第2条関係) 別表(第2条関係) 
(単位：円) (単位：円) 

区分 報酬額 
略 

三豊市立みとよ市民病院事業運営審議会

委員 
日額 8,000 

略 
 

区分 報酬額 
略 

三豊市立永康病院事業運営審議会委員 
 

日額 8,000 

略 
 

備考 略 備考 略 
 
【第３条関係】 三豊市職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１８年三豊市条例第６３号） 一部改正 

改正後（案） 現   行 

別表(第2条関係) 別表(第2条関係) 
手当の種類 支給を受ける職員の

範囲 
支給額 

略 
医療業務従

事手当 
略 
略 

夜間看

護手当 
みとよ市民病院に勤

務する看護業務に従

事する職員で、夜間

の勤務に従事したも

の 

1回 4,000円以内 

待機手

当 
みとよ市民病院に勤

務する診療放射線技

師、臨床検査技師で、

救急患者の診療等の

業務のため正規の勤

務時間以外に自宅等

において待機を命ぜ

られたもの 

1回 1,000円 

 

手当の種類 支給を受ける職員の

範囲 
支給額 

略 
医療業務従

事手当 
略 
略 

夜間看

護手当 
永康病院   に勤

務する看護業務に従

事する職員で、夜間

の勤務に従事したも

の 

1回 4,000円以内 

待機手

当 
永康病院   に勤

務する診療放射線技

師、臨床検査技師で、

救急患者の診療等の

業務のため正規の勤

務時間以外に自宅等

において待機を命ぜ

られたもの 

1回 1,000円 

 

 
【第４条関係】 三豊市立永康病院医師住宅条例（平成１８年三豊市条例第２４６号） 一部改正 

改正後（案） 現   行 

○三豊市立みとよ市民病院医師住宅条例 ○三豊市立永康病院   医師住宅条例 
(趣旨) (趣旨) 

第1条 この条例は、三豊市立みとよ市民病院医師住宅の使

用に関して定めるものとする。 
第1条 この条例は、三豊市立永康病院   医師住宅の使

用に関して定めるものとする。 
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【議案第２６号関係】 

 

   三豊市個人情報保護条例（平成１８年三豊市条例第１２号） 一部改正 新旧対照表（抄） 

  

改正後（案） 現   行 

(定義) (定義) 
第2条 略 第2条 略 
2~5 略 2~5 略 
6 この条例において「事業者」とは、法人その他の団体

(国、地方公共団体、独立行政法人等(個人情報の保護に関

する法律(平成15年法律第57号)第2条第9項      

       に規定する独立行政法人等をいう。以下同

じ。)及び地方独立行政法人(地方独立行政法人法(平成15
年法律第118号)第2条第1項に規定する地方独立行政法人

をいう。以下同じ。)を除く。以下「法人等」という。)及
び事業を営む個人をいう。 

6 この条例において「事業者」とは、法人その他の団体

(国、地方公共団体、独立行政法人等(独立行政法人等の保

有する個人情報の保護に関する法律(平成15年法律第59
号)第2条第1項に規定する独立行政法人等をいう。以下同

じ。)及び地方独立行政法人(地方独立行政法人法(平成15
年法律第118号)第2条第1項に規定する地方独立行政法人

をいう。以下同じ。)を除く。以下「法人等」という。)及
び事業を営む個人をいう。 

7~12 略 7~12 略 
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【議案第２７号関係】 

 

   三豊市消防団条例（平成１８年三豊市条例第２０３号） 一部改正 新旧対照表（抄） 

 

改正後（案） 現   行 

(消防団員) (消防団員) 
第3条 略 第3条 略 
2 団員は、次のように区分する。  

(1) 基本団員 機能別団員以外の団員  
(2) 機能別団員 特定の職務に限って従事する団員  
(休団)  

第7条の2 長期間消防団活動に従事することができない団

員は、3年を超えない範囲内で、消防団活動の休止(以下「休

団」という。)をすることができる。 

 

2 団員が休団をしようとするときは、あらかじめ任命権者

の承認を受けなければならない。 
 

3 前項の規定による承認は、当該休団をしている団員が停

職の処分を受けた場合には、その効力を失う。 
 

4 休団している者には、休団の期間中、第13条に規定する

報酬を支給しない。 
 

5 前各項に定めるもののほか、休団に関し必要な事項は、

任命権者が定める。 
 

(報酬) (報酬) 
第13条 団員の報酬は、年額報酬及び出動報酬とする。 第13条 団員には、次に定める報酬を支給する。 
2 団員には、次により年額報酬を支給する。  

区分 金額 支給単位 
団長 178,000円1人当たり年額 
副団長 103,000円
方面隊長 96,000円
副方面隊長 89,000円
分団長 82,000円
副分団長 61,000円
部長 43,000円
班長 39,000円
その他の団員 36,500円
機能別団員 5,000円

 

区分 金額 支給単位 
団長 178,000円1人当たり年額 
副団長 103,000円
方面隊長 96,000円
副方面隊長 89,000円
分団長 82,000円
副分団長 61,000円
部長 43,000円
班長 39,000円
その他の団員 32,000円

 

3 団員が水火災その他の災害、警戒、訓練の職務に従事す

る場合においては、次により出動報酬を支給する。 
 

区分 金額 支給単位 
水火災その他の災害 2,500円1人当たり1回 

2時間未満 
4,000円1人当たり1回 

2時間以上4時間未満 
8,000円1人当たり1回 

4時間以上8時間未満 
(8時間以上のときは、1時
間当たり1,000円を加算す

る。) 
警戒 2,000円1人当たり1回 
訓練 2,000円

 

 

(費用弁償) (費用弁償) 
第14条 方面隊及び分団には、消防団活動に必要な経費とし 第14条 団員が水火災、警戒、訓練その他の職務に従事する
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て、次に定める費用を弁償する。 場合においては、次に定める費用を弁償する。 
区分 金額 支給単位 

方面隊運営 2,000円1人当たり年額 
分団運営 18,000円

 

区分 金額 支給単位 
水火災 2,500円1人当たり1回 
警戒 2,000円
訓練 2,000円
方面隊運営 2,000円1人当たり年額 
分団運営 18,000円

 

2･3 略 2･3 略 
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【議案第２８号関係】 

 

   三豊市職員の給与に関する条例（平成１８年三豊市条例第６１号） 一部改正 新旧対照表（抄） 

  

改正後（案） 現   行 

(期末手当) (期末手当) 
第26条 略 第26条 略 
2 期末手当の額は、期末手当基礎額に100分の120  を乗じ

て得た額に、基準日以前6箇月以内の期間におけるその者

の在職期間の次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に

定める割合を乗じて得た額とする。 

2 期末手当の額は、期末手当基礎額に100分の127.5を乗じ

て得た額に、基準日以前6箇月以内の期間におけるその者

の在職期間の次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に

定める割合を乗じて得た額とする。 
(1)~(4) 略 (1)~(4) 略 

3 再任用職員に対する前項の規定の適用については、同項

中「100分の120  」とあるのは「100分の67.5」とする。 
3 再任用職員に対する前項の規定の適用については、同項

中「100分の127.5」とあるのは「100分の72.5」とする。 
4･5 略 4･5 略 
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【議案第２９号関係】 

 

   三豊市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例（平成１８年三豊市条例第５４号） 一部改正 新

旧対照表（抄） 

  

改正後（案） 現   行 

(支給方法) (支給方法) 
第5条 議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の支給

方法は、三豊市職員の給与に関する条例(平成18年三豊市条

例第61号。以下「職員給与条例」という。)及び三豊市職員

等の旅費に関する条例(平成18年三豊市条例第64号)の適用

を受ける職員(管理監督職員を除く。)の例による。この場

合において、職員給与条例第26条第2項中「100分の120 」
とあるのは「100分の162.5」と、同条第4項中「給料及び

扶養手当の月額並びに医療職給料表(一)の適用を受ける職

員以外にあってはこれらに対する地域手当の月額の合計

額」とあるのは「月額議員報酬額」と、同条第5項中「行

政職給料表の適用を受ける職員で、その職務の級が3級以

上であるもの」とあるのは「議会議員」と、「合計額」と

あるのは「月額議員報酬額」と、「給料の月額に職の職制

上の段階、職務の級等を考慮して規則で定める職員の区分

に応じて100分の20を超えない範囲内で規則で定める割

合」とあるのは「月額議員報酬額に100分の20」と読み替

えるものとする。 

第5条 議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の支給

方法は、三豊市職員の給与に関する条例(平成18年三豊市条

例第61号。以下「職員給与条例」という。)及び三豊市職員

等の旅費に関する条例(平成18年三豊市条例第64号)の適用

を受ける職員(管理監督職員を除く。)の例による。この場

合において、職員給与条例第26条第2項中「100分の127.5」
とあるのは「100分の167.5」と、同条第4項中「給料及び

扶養手当の月額並びに医療職給料表(一)の適用を受ける職

員以外にあってはこれらに対する地域手当の月額の合計

額」とあるのは「月額議員報酬額」と、同条第5項中「行

政職給料表の適用を受ける職員で、その職務の級が3級以

上であるもの」とあるのは「議会議員」と、「合計額」と

あるのは「月額議員報酬額」と、「給料の月額に職の職制

上の段階、職務の級等を考慮して規則で定める職員の区分

に応じて100分の20を超えない範囲内で規則で定める割

合」とあるのは「月額議員報酬額に100分の20」と読み替

えるものとする。 
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【議案第３０号関係】 

 

   三豊市特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例（平成１８年三豊市条例第５８号） 一部改正 

新旧対照表（抄） 

  

改正後（案） 現   行 

(期末手当等) (期末手当等) 
第4条 特別職の職員の受ける期末手当の額は、三豊市職員

の給与に関する条例(平成18年三豊市条例第61号)の適用を

受ける職員(管理監督職員を除く。)の例による(ただし、三

豊市職員の給与に関する条例第27条及び第28条の規定は、

適用しない。)。この場合において、同条例第26条第2項中

「100分の120 」とあるのは「100分の162.5」と、同条第

5項中「行政職給料表の適用を受ける職員で、その職務の

級が3級以上であるもの並びに同表以外の各給料表の適用

を受ける職員で職務の複雑、困難及び責任の度等を考慮し

てこれに相当する職員として当該各給料表につき規則で

定めるもの」とあるのは「特別職の職員」と、「職の職制

上の段階、職務の級等を考慮して規則で定める職員の区分

に応じて100分の20を超えない範囲内で規則で定める割

合」とあるのは「100分の20」と読み替えるものとする。 

第4条 特別職の職員の受ける期末手当の額は、三豊市職員

の給与に関する条例(平成18年三豊市条例第61号)の適用を

受ける職員(管理監督職員を除く。)の例による(ただし、三

豊市職員の給与に関する条例第27条及び第28条の規定は、

適用しない。)。この場合において、同条例第26条第2項中

「100分の127.5」とあるのは「100分の167.5」と、同条第

5項中「行政職給料表の適用を受ける職員で、その職務の

級が3級以上であるもの並びに同表以外の各給料表の適用

を受ける職員で職務の複雑、困難及び責任の度等を考慮し

てこれに相当する職員として当該各給料表につき規則で

定めるもの」とあるのは「特別職の職員」と、「職の職制

上の段階、職務の級等を考慮して規則で定める職員の区分

に応じて100分の20を超えない範囲内で規則で定める割

合」とあるのは「100分の20」と読み替えるものとする。 
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【議案第３１号関係】 

 

   三豊市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（令和元年三豊市条例第１１号） 一部改正 新旧対

照表（抄） 

 

改正後（案） 現   行 

(給与条例の適用除外等) (給与条例の適用除外等) 
第8条 略 第8条 略 
2 特定任期付職員に対する給与条例第25条第1項及び第26
条第2項の規定の適用については、給与条例第25条第1項中

「管理職手当受給職員」とあるのは「三豊市一般職の任期

付職員の採用等に関する条例(令和元年三豊市条例第11号)
第2条第1項の規定により任期を定めて採用された職員」

と、給与条例第26条第2項中「100分の120  」とあるのは

「100分の162.5」とする。 

2 特定任期付職員に対する給与条例第25条第1項及び第26
条第2項の規定の適用については、給与条例第25条第1項中

「管理職手当受給職員」とあるのは「三豊市一般職の任期

付職員の採用等に関する条例(令和元年三豊市条例第11号)
第2条第1項の規定により任期を定めて採用された職員」

と、給与条例第26条第2項中「100分の127.5」とあるのは

「100分の167.5」とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11



 

【議案第３２号関係】 

 

   三豊市職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１８年三豊市条例第６３号） 一部改正 新旧対照表

（抄） 

 

改正後（案） 現   行 

別表(第2条関係) 別表(第2条関係) 
手当の種類 支給を受ける職員の

範囲 
支給額 

略 
医療業務従

事手当 
略 

待機手

当 
永康病院に勤務する

職員(医師を除く。)
     で、救急

患者の診療等の業務

のため正規の勤務時

間以外に自宅等にお

いて待機を命ぜられ

たもの 

1回 1,000円 

 

手当の種類 支給を受ける職員の

範囲 
支給額 

略 
医療業務従

事手当 
略 

待機手

当 
永康病院に勤務する

診療放射線技師、臨

床検査技師で、救急

患者の診療等の業務

のため正規の勤務時

間以外に自宅等にお

いて待機を命ぜられ

たもの 

1回 1,000円 
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【議案第３３号関係】 

 

   三豊市豊中コミュニティセンター条例（平成１８年三豊市条例第１７３号） 一部改正 新旧対照表（抄） 

  

改正後（案） 現   行 

別表(第6条関係) 別表(第6条関係) 
使用料                  (単位：円) 使用料(冷暖房の使用料を含む・1時間当たり) 

利用時間

利用区分 
午前9時から午後10時まで 

1時間当たり 
1階会議室 200

調理室 200
2階大研修室 600

和室研修室1 100
和室研修室2 100

全館 2,500
 

(単位：円) 
利用時間

利用区分 
午前9時から午後5時

まで 
午後5時から午後10

時まで 
1階 会議室 400 500

調理室 400 500
2階 大研修室 1,200 1,500

和室研修室1 200 250
和室研修室2 200 250

全館 2,400 3,000
CDカラオケ 500

 

備考 備考 
1 冷暖房料を含む。 1 本市以外の住民及び営利目的で利用するときは、使

用料の2倍の額を徴収する。 
2 利用時間には、準備及び利用後の整理時間を含むも

のとする。 
2 市長がセンターの運営に支障がないと認めたとき

は、利用許可時間を超過して利用することができる。

この場合の使用料は、超過時間1時間につき使用料の3
割増とする。この場合において、1時間未満の端数は3
0分以上をもって1時間とみなす。 

3 市外の団体･個人の利用については、当該使用料の2
倍の額とする。 

3 利用時間が承認を受けた時間区分の時間に満たない

場合であっても、当該時間区分の時間を満たした利用

をしたものとみなす。 
4 営業又は営利目的の利用については、当該使用料の2
倍(前項にも該当する場合は4倍)の額とする。 

4 使用料の額に10円未満の端数が生じるときは、これ

を切り捨てる。 
5 利用時間に1時間未満の端数が生じた場合は、端数を

1時間とする。 
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【議案第３４号関係】 

 

   三豊市特別会計条例（平成１８年三豊市条例第６７号） 一部改正 新旧対照表（抄） 

 

改正後（案） 現   行 

(設置) (設置) 
第1条 地方自治法(昭和22年法律第67号)第209条第2項の規

定により事業の円滑な運営とその経理の適正を図るため、

次の特別会計を設置する。 

第1条 地方自治法(昭和22年法律第67号)第209条第2項の規

定により事業の円滑な運営とその経理の適正を図るため、

次の特別会計を設置する。 
(1)~(8) 略 (1)~(8) 略 
(9) 国道用地先行取得事業  
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【議案第３５号関係】 

 

   三豊市高瀬町総合交流ターミナル施設条例及び三豊市仁尾マリーナ条例の一部を改正する条例 新旧

対照表（抄） 

 

【第１条関係】 三豊市高瀬町総合交流ターミナル施設条例（平成１８年三豊市条例第１５３号） 一部改正 

改正後（案） 現   行 

別表(第7条関係) 別表(第7条関係) 
(1) 温泉利用料  

(単位：円) (単位：円) 
区分 利用料金 

大人 580
子供 
(5歳以上～12歳未満) 

290

身体障害者・70歳以上 480
 

区分 利用料金 
大人 580 
子供 
(5歳以上～12歳未満) 

290 

身体障害者・70歳以上 480 
 

(2) ＲＶパーク利用料  
(単位：円)  

区分 利用料金 
1区画1泊 3,000

 

 

 

【第２条関係】 三豊市仁尾マリーナ条例（平成１８年三豊市条例第２０１号） 一部改正 

改正後（案） 現   行 

別表(第8条関係) 別表(第8条関係) 
(単位：円) (単位：円) 

区分 単位 県内 県外 
略 

屋外 1m21日につき 10
ＲＶパーク 1区画1泊につき 3,000

 

区分 単位 県内 県外 
略 

屋外 
 

1m21日につき 10
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【議案第３６号関係】 

 

   三豊市奨学金貸付条例（平成１８年三豊市条例第２０９号） 一部改正 新旧対照表（抄） 

  

改正後（案） 現   行 

(貸付対象) (貸付対象) 
第2条 奨学金の貸付けの対象となる者は、学校教育法(昭和2

2年法律第26号)に規定する学校のうち、高等学校の全日

制、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部、専

修学校の高等課程(以下「高等学校等」という。)、大学(大
学院を除く。)、専修学校(専門課程に限る。)及び高等専門

学校に在学する者とする。 

第2条 奨学金の貸付けの対象となる者は、学校教育法(昭和2
2年法律第26号)に規定する学校のうち、高等学校の全日

制、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部  

        (以下「高等学校等」という。)、大学(大
学院を除く。)              及び高等専門

学校に在学する者とする。 
別表(第5条関係) 別表(第5条関係) 

区分 奨学金の貸付額 
略 

高等専門学校、専修学校及び

短期大学 
月額20,000円以内 

略 
 

区分 奨学金の貸付額 
略 

高等専門学校     及び

短期大学 
月額20,000円以内 

略 
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【議案第３７号関係】 

 

   三豊市緑ヶ丘総合運動公園条例（平成１８年三豊市条例第２２７号） 一部改正 新旧対照表（抄） 

 

改正後（案） 現   行 

別表第1(第7条、第15条関係) 別表第1(第7条、第15条関係) 
総合体育館使用料 総合体育館使用料 

(1) メインアリーナを利用する場合 (1) メインアリーナを利用する場合 
(単位：円) (単位：円) 

区分 1時間につき 
 

通常期 夏期 
(6月~9月) 

占

用

利

用 

アマチュア

スポーツに

利用する場

合 

入場料の類を徴収

しない場合 
1,500 2,100

入場料の類を徴収

する場合 
3,000 4,200

アマチュア

スポーツ以

外のものに

利用する場

合 

営利又は営業のた

めの宣伝を目的と

みなされない場合 

7,500 10,500

営利又は営業のた

めの宣伝を目的と

みなす場合 

15,000 21,000

略 
 

区分 1時間につき 
 
 
 

占

用

利

用 

アマチュア

スポーツに

利用する場

合 

入場料の類を徴収

しない場合 
1,500

入場料の類を徴収

する場合 
3,000

アマチュア

スポーツ以

外のものに

利用する場

合 

営利又は営業のた

めの宣伝を目的と

みなされない場合 

5,000

営利又は営業のた

めの宣伝を目的と

みなす場合 

15,000

略 
 

備考 備考 
1~3 略 1~3 略 
4 市外の団体・個人の利用については、当該使用料の2 
倍の額とする。 

4 市外の団体・個人の利用については、当該使用料の1.5
倍の額とする。 

5 通常期に冷暖房を使用する場合は、当該使用料の1.5倍
の額とする。 

 

6 上記により計算した使用料に100円未満の端数が生じ

たときは、これを切り上げる。 
5 上記により計算した使用料に100円未満の端数が生じ

たときは、これを切り上げる。 
(2) 附属施設・設備器具を利用する場合 (2) 附属施設・設備器具を利用する場合 

(単位：円) (単位：円) 
利用施設設備

名 
単位 使用料 

会議室Ａ 1時間 200
会議室Ｂ 1時間 200
多目的室 1時間 500
控室 1時間 200
シャワー(温水) 1回(15分まで) 200
トレーニング

ルーム 
1回 200

スタジオ 1時間(音響設備及び冷暖房の使

用料を含む。) 
2,000

放送設備(アリ

ーナ) 
1式 
(プレーヤー、レコーダー及びマ

イクの使用料を含む。) 
 

2,000

 
 
玄関前広場 

 
 
1時間 500

2階フロア 1時間 200

利用施設設備

名 
単位 使用料 

会議室 1時間 200
休憩室 
 

1時間 200

控室 1時間 200
シャワー(温水) 1回 100
トレーニング

ルーム 
1回 200

スタジオ 1時間(音響設備及び冷暖房の使

用料を含む。) 
2,000

放送設備(アリ

ーナ) 
1式 
(プレーヤー、レコーダー、マイ

ク及び電光掲示装置の使用料を

含む。) 

2,000

フロアシート 
コートマット 

1枚 500

玄関前広場 1時間 500
2階フロア 1時間 200
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2階観客席冷暖

房 
1時間 1,000

 

備品貸出 
 

ラケット1本 200
 

備考 備考 
1 略 1 略 
2 会議室Ａ、会議室Ｂ、多目的室又は控室の冷暖房を

使用する場合は、1時間当たり200円の使用料を徴収す

るものとする。 

2 会議室、休憩室       又は控室の冷暖房を

使用する場合は、1時間当たり200円の使用料を徴収す

るものとする。 
3 市外の団体・個人の利用については、当該使用料の2
倍の額とする。 

 

4 営利又は営業のための宣伝を目的とみなす場合は、

当該使用料の2倍(前項にも該当する場合は、4倍)の額

とする。 

 

別表第2(第7条、第15条関係) 別表第2(第7条、第15条関係) 
緑ヶ丘サッカー場使用料 緑ヶ丘サッカー場使用料 

(単位：円) (単位：円) 
施設区分 天然芝

グラウ

ンド 

人工芝

グラウ

ンド 

夜間照

明 
放送設

備 
会議室 更衣室 

使用料 1,500 1,000 3,500 1,000 1,000 1,000 
 

施設区分 天然芝

グラウ

ンド 

人工芝

グラウ

ンド 

夜間照

明 
放送設

備 
会議室 更衣室 

使用料 1,500 1,000 3,500 1,000 1,000 1,000
 

備考 備考 
1~4 略 1~4 略 
5 営利又は営業のための宣伝を目的とみなす場合は、当

該使用料の2倍(前項にも該当する場合は、4倍)の額とす

る。 

 

6 利用時間に1時間未満の端数があるときは、その端数を

1時間とみなす。 
5 利用時間に1時間未満の端数があるときは、その端数を

1時間とみなす。 
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